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夏秋なす部会反省会を開催 

～生産者の意欲向上に向けて～ 

 

ＪＡ福岡京築夏秋なす部会は、33 名で約 140ａのなすを生産しています。新規者から

ベテランまで、精力的に栽培に取り組んでいますが、近年は夏場の猛暑と乾燥により、

アザミウマ類や日焼け果の発生に苦しんでいます。 

令和７年度産についても、７月から 10 月までの猛暑の中で出荷を行い、12 月 10 日

にはＪＡ福岡京築と連携して栽培反省会を開催しました。普及センターからは、各種障

害が発生しやすい条件を解説し、乾燥時の定期防除と薬剤の選択方法について説明しま

した。また、今年度に実証試験を行った、黒マルチ上への稲わら被覆による地温抑制、

不良果抑制技術を紹介し、適切な対策が取れるように促しました。 

 参加した生産者からは「稲わらの被覆量はどのくらいか」等、今後の技術導入に対す

る質問があり、生産者の対策への意識の高まりと意欲向上に繋がりました。 

普及指導センターは、今後も関係機関と連携し、生産課題の対策となる栽培技術の確

立と普及を行っていきます。 
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